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家庭用及びこれに類する電気機器の安全性－ 

第 2-89 部：業務用冷凍冷蔵機器の 
個別要求事項 

正 誤 票 
区分 位 置 誤 正 

11.8 安定状態が確立したとき，自動復帰形モ

ータ温度保護装置は作動してはならな

い。 

安定状態が確立したとき，モータ温度保護装置

は作動してはならない。 
本体 
 
 

22.107   備考 電気用品の技術上の基準を定

     める省令（昭和 37 年通商産業

     省令第 85 号）の別表第四に適

     合するランプホルダであって

     もよい。この場合，密閉遮断

     装置の最大定格は，定格 100 V
     の機器にあっては 300 V 及び

     33 A，定格 200 V の機器にあ

     っては 600 V 及び 17 A とす 
     る。 

  この場合，密閉遮断装置の最大定格は，定

 格 100 V の機器にあっては 300 V 及び 33 A，

 定格 200 Vの機器にあっては 600 V及び 17 A
 とする。 
  備考 電気用品の技術上の基準を定める 
     省令（昭和 37 年通商産業省令第 85
     号）の別表第四に適合するランプホ

     ルダであってもよい。 
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